
　

昭
和
33
年
５
月
１
日
、
富
岡
町

と
橘
町
が
合
併
し
、
阿
南
市
が
誕

生
し
ま
し
た
。

　

当
時
の
人
口
は
６
万
２
３
７
４

人
、
面
積
は
２
５
０
・
９
平
方
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
で
、
面
積
は
県
下
第

一
、
人
口
で
は
徳
島
市
に
次
ぐ
県

下
第
二
の
都
市
と
し
て
歩
み
始
め

ま
す
。

「
財
政
の
確
立
と
市
発
展
の

基
礎
と
な
る
工
場
誘
致
こ
そ

が
百
年
の
大
計
で
あ
る

－

」

　

初
代
市
長
に
は
、
富
岡
町
長
で

あ
っ
た
澤
田 

紋
さ
ん
が
就
任
し
、

前
述
し
た
言
葉
の
通
り
に
、
財
政

の
健
全
化
と
企
業
誘
致
を
中
心
と

す
る
成
長
政
策
を
行
い
ま
し
た
。

　

昭
和
31
年
に
公
表
さ
れ
た
「
経

済
白
書
」
で
、
政
府
は
「
も
は
や

戦
後
で
は
な
い
」
と
新
し
い
時
代

の
訪
れ
を
告
げ
、
日
本
経
済
が
高

度
成
長
の
軌
道
に
乗
る
中
で
、
新

市
の
抱
く
夢
は
大
き
い
も
の
で
し

た
。

財
政
再
建
団
体
か
ら
の
脱
却

（
財
政
の
健
全
化
と
企
業
誘
致
）

　

合
併
以
前
の
昭
和
30
年
度
末
に

お
け
る
富
岡
町
、
橘
町
の
一
般
会

計
の
赤
字
額
は
、
１
億
円
を
超
え

て
い
ま
し
た
。
両
町
は
、「
地
方

財
政
再
建
促
進
特
別
措
置
法
」
の

手
続
を
経
て
、
昭
和
31
年
に
再
建

団
体
の
指
定
を
受
け
、
そ
の
適
用

は
新
市
に
も
引
き
継
が
れ
ま
し
た
。

　

市
制
施
行
の
当
初
よ
り
、
財
政

運
営
に
制
限
を
受
け
る
阿
南
市
が

い
ち
早
く
取
り
組
ん
だ
の
が
、「
工

場
設
置
奨
励
条
例
」
の
制
定
を
は

じ
め
と
す
る
工
業
開
発
、
す
な
わ

ち
企
業
誘
致
を
中
心
と
す
る
成
長

政
策
で
し
た
。
雇
用
の
創
出
と
市

税
収
入
の
増
加
に
大
き
な
期
待
を

か
け
た
の
で
す
。

　

阿
南
市
は
、
こ
の
条
例
制
定
を

機
に
、
昭
和
30
年
代
に
は
豊
益
町

へ
の
神
崎
製
紙
㈱
富
岡
工
場
、
橘

町
幸
野
へ
の
四
国
電
力
㈱
新
徳
島

発
電
所
、
40
年
代
に
は
、
日
本
電

工
㈱
徳
島
工
場
な
ど
の
誘
致
に
成

功
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
総
事
業
費
２
０
０
億

円
に
達
す
る
橘
湾
一
帯
の
大
臨
海

工
業
地
帯
構
想
を
打
ち
立
て
る
な

ど
、
新
産
業
都
市
の
指
定
を
視
野

に
入
れ
た
取
組
へ
と
発
展
し
て
い

き
ま
す
。

　

そ
の
間
、
チ
リ
地
震
に
よ
る
津

波
や
第
二
室
戸
台
風
に
よ
る
甚
大

な
被
害
を
受
け
た
も
の
の
、
昭
和

40
年
度
に
は
、
市
発
足
当
時
の
赤

字
の
解
消
を
実
現
し
ま
し
た
。

押
し
寄
せ
る
近
代
化
の
波

　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
目
前
に

控
え
た
昭
和
39
年
１
月
、
阿
南
市

を
含
む
県
内
４
市
11
町
村
が
新
産

業
都
市
に
指
定
さ
れ
、
工
業
開
発

を
中
心
と
し
た
近
代
化
が
急
速
に

進
展
し
て
い
き
ま
す
。
港
湾
や
工

業
用
水
道
、
道
路
な
ど
の
産
業
・

都
市
基
盤
整
備
が
進
め
ら
れ
、
国

道
55
号
は
、
県
南
に
通
じ
る
最
重

要
路
線
と
し
て
昭
和
38
年
頃
か
ら

拡
張
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

阿南市誕生　のびゆく阿南昭和から平成へ　新しい時代の始まり

り
、
豊
か
な
暮
ら
し
を
手
に
入
れ

る
一
方
で
、
生
活
排
水
や
環
境
保

全
対
策
な
ど
、
安
全
で
快
適
な
生

活
環
境
を
守
る
た
め
の
施
設
整
備

も
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

平
成
10
年
４
月
、
21
世
紀
へ
の

架
け
橋
と
し
て
期
待
さ
れ
た
明
石

海
峡
大
橋
が
開
通
し
、
人
、
物
、

情
報
な
ど
の
流
れ
の
変
化
や
新
し

い
交
流
が
始
ま
り
ま
す
。

　

阿
南
市
で

は
、
急
速
な

モ
ー
タ
リ
ゼ

ー
シ
ョ
ン
の

普
及
に
よ
り

発
生
し
た
市

中
心
部
の
渋

滞
緩
和
と
交

通
安
全
の
確

保
を
図
る
こ

と
を
目
的
と

し
て
、
昭
和

48
年
か
ら
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い

た
国
道
55
号
阿
南
道
路
が
、
開
通

し
ま
し
た
。

　

平
成
５
年
に
小
松
島
市
大
林
町

か
ら
阿
南
市
西
路
見
町
ま
で
の
９

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
平
成
12
年
に
西

路
見
町
か
ら
津
乃
峰
町
ま
で
の

５
・
５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
平
成
25

年
に
津
乃
峰
町
か
ら
橘
町
ま
で
の

２
・
７
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
が
新
た
な

交
通
動
脈
と
し
て
、
県
都
方
面
へ

の
交
通
を
円
滑
に
導
い
て
い
ま
す
。

▼
国
道
55
号
を
駆
け
抜
け
る
聖
火
ラ
ン
ナ
ー

　
（
宝
田
町
付
近
）

　
本
市
は
、
昭
和
33
年
に
市
制

施
行
以
来
、
県
南
の
中
核
都
市

と
し
て
成
長
と
発
展
を
遂
げ
て

き
ま
し
た
。
私
た
ち
の
町
や
暮

ら
し
は
、
産
業
に
よ
っ
て
支
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
改
元
を
記
念
し
て
、
昭
和
、

平
成
と
産
業
都
市
と
し
て
の
阿

南
市
の
変
遷
を
振
り
返
る
こ
と

で
、「
令
和
」
を
考
え
る
き
っ

か
け
と
な
れ
ば
と
願
い
ま
す
。

産業都市 阿南
昭和、平成から、令和に向けて

特集　

一
方
、
工
業
化
や
産
業
の
発
展

を
支
え
る
た
め
、
経
済
界
の
母
体

づ
く
り
や
人
材
育
成
の
た
め
の
社

会
的
環
境
整
備
も
並
行
し
て
進
め

ら
れ
ま
し
た
。
昭
和
37
年
４
月
、

県
立
阿
南
工
業
高
等
学
校
が
開

校
。
そ
の
翌
年
に
は
国
立
阿
南
工

業
高
等
専
門
学
校
が
開
校
し
、
２

つ
の
高
等
工
業
教
育
機
関
が
新
設

さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
同
じ
年
に
阿

南
商
工
会
議
所
が
設
立
さ
れ
、
翌

年
に
は
、
桑
野
町
に
県
立
阿
南
職

業
訓
練
所
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

再
び
押
し
寄
せ
た
試
練

　

新
産
業
都
市
の
指
定
を
受
け
、

さ
ら
に
「
徳
島
県
新
長
期
総
合
開

発
計
画
」
に
お
い
て
先
導
的
工
業

開
発
の
拠
点
と
な
っ
た
阿
南
市

は
、
昭
和
47
年
に
、
昭
和
60
年
を

目
標
年
度
と
す
る
「
阿
南
市
総
合

開
発
計
画
」
を
策
定
し
、
工
業
開

発
を
軸
に
し
た
住
み
よ
い
豊
か
な

ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
ま
す
。

　

昭
和
40

年
代
半
ば

以
降
、
辰

巳
地
区
や

大
潟
・
新

浜
地
区
に

お
い
て
工

業
用
地
を

造
成
す
る

な
ど
、
県

と
と
も
に

企
業
誘
致

の
た
め
の

「
受
け
皿

づ
く
り
」

を
積
極
的

に
進
め
ま
し
た
。

　

わ
が
国
で
は
工
業
開
発
に
よ
る

急
激
な
近
代
化
に
よ
り
、
公
害
問

題
な
ど
が
顕
在
化
・
深
刻
化
し
、

安
全
な
暮
ら
し
を
守
ろ
う
と
す
る

住
民
運
動
が
過
熱
し
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
二
度
に
わ
た
る
オ
イ
ル
シ

ョ
ッ
ク
が
日
本
経
済
に
大
き
な
影

響
を
与
え
ま
し
た
。
阿
南
市
に
お

い
て
も
、
進
出
を
予
定
し
て
い
た

企
業
が
次
々
と
撤
退
を
表
明
。
新

産
業
都
市
計
画
に
描
い
て
い
た
工

業
開
発
は
行
き
詰
ま
り
、
用
地
造

成
な
ど
で
過
大
な
財
政
負
担
が
累

積
し
た
阿
南
市
は
、
再
び
厳
し
い

財
政
運
営
に
陥
り
ま
し
た
。

バ
ブ
ル
景
気
が
呼
び
起
こ
し
た

企
業
立
地
の
急
進
展

　

戦
後
初
め
て
の
マ
イ
ナ
ス
成
長

を
経
験
し
た
日
本
経
済
は
、
そ
の

後
安
定
成
長
の
時
代
に
入
り
ま

す
。
国
の
地
域
開
発
戦
略
は
、
そ

れ
ま
で
の
大
規
模
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

方
式
か
ら
定
住
構
想
へ
と
転
換
さ

れ
ま
し
た
。

　

昭
和
54
年
、
阿
南
市
、
那
賀
郡
、

海
部
郡
の
１
市
13
町
村
が
「
徳
島

県
南
部
モ
デ
ル
定
住
圏
」
に
指
定

さ
れ
、
翌
年
11
月
に
「
第
二
次
阿

南
市
総
合
開
発
計
画
」
を
策
定
し

ま
す
。
自
然
と
調
和
し
た
産
業
都

市
形
成
、「
水
と
緑
の
青
年
産
業

都
市
」
が
始
ま
り
ま
す
。

　

時
代
は
移
り
変
わ
り
、
平
成
の

時
代
。
バ
ブ
ル
景
気
が
引
き
起
こ

し
た
地
価
高
騰
に
よ
っ
て
、
大
都

市
近
郊
に
安
価
な
工
業
用
地
が
な

く
な
っ
た
た
め
、
次
第
に
地
方
に

目
が
向
け
ら
れ
ま
す
。
阿
南
市
で

も
、空
き
と
な
っ
た
工
業
用
地
へ
、

工
場
立
地
の
申
し
出
が
相
次
ぐ
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
元
年
４
月
、
大
潟
・
新
浜

工
業
用
地
で
第
１
号
と
な
る
阿
南

化
成
㈱
が
進
出
し
、操
業
を
開
始
。

平
成
６
年
４
月
に
は
、
県
営
辰
巳

工
業
用
地
に
進
出
し
た
㈱
山
本
鉄

工
所
阿
南
工
場
が
操
業
を
始
め
ま

し
た
。
そ
の
後
も
順
調
に
企
業
進

出
が
あ
り
、
現
在
で
は
、
両
工
業

用
地
で
14
社
が
操
業
。
従
業
員
数

は
４
２
０
０
人
を
超
え
、
雇
用
の

場
の
確
保
と
地
域
経
済
の
成
長
を

支
え
る
拠
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。

21
世
紀
を
見
据
え
た

新
た
な
ま
ち
づ
く
り

　

平
成
３
年
、
第
三
次
阿
南
市
総

合
計
画
を
策
定
し
、「
マ
リ
ン
ブ

ル
ー
に
輝
く 

ふ
れ
あ
い
交
流
都

市
・
あ
な
ん
」
を
将
来
像
に
、
県

南
中
核
10
万
人
都
市
の
実
現
に
向

け
た
施
策
を
展
開
し
ま
す
。
高
度

経
済
成
長
か
ら
続
く
好
景
気
に
よ

▲開校後に行われた入学式
　（阿南工業高等専門学校）

▲大潟・新浜工業用地に進出した阿南化成㈱

▼

工
業
用
地
と
し
て

　
造
成
さ
れ
た
辰
巳
地
区

▼

国
道
55
号
阿
南
道
路

（
日
開
野
町

－

津
乃
峰

町
間
）
開
通
式
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地
域
資
源
を
生
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
の
推
進

　

21
世
紀
に
入
り
、
市
民
が
自
主

的
に
活
動
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
が
注
目
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
、
市
民
と
行
政
と
の
協
働

に
よ
る
取
組
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
形

で
実
を
結
び
ま
す
。そ
の
一
つ
が
、

Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
活
用
し
た
〝
光
〟
の
ま

ち
づ
く
り
で
す
。平
成
14
年
12
月
、

阿
南
青
年
会
議
所
が
行
っ
た
牛
岐

城
趾
公
園
に
３
万
個
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
を

使
っ
た
イ
ベ
ン
ト
が
き
っ
か
け
と

な
り
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
オ
ブ
ジ
ェ
が
阿
南

の
夏
ま
つ
り
や
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ

ン
ト
を
彩
り
話
題
と
な
り
ま
し

た
。
東
京
や
海
外
に
も
貸
し
出
さ

れ
、
イ
ベ
ン
ト
の
象
徴
と
し
て
阿

南
市
の
知
名
度
向
上
に
大
き
な
役

割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
資

源
を
生
か

し
た
取
組

は
、
ス
ポ

ー
ツ
の
分

野
に
も
波

及
し
、
阿

南
市
の
新

た
な〝
顔
〟

と
し
て
の

ブ
ラ
ン
ド

創
出
に
つ

な
が
っ
て

い
ま
す
。

平
成
19
年
、

徳
島
県
南

部
健
康
運
動
公
園
内
に
本
格
的
な

野
球
場
が
完
成
し
た
こ
と
を
機
に
、

地
域
で
盛
ん
な
「
野
球
」
で
ま
ち

お
こ
し
を
進
め
よ
う
と
、
全
国
に

先
駆
け
て
「
野
球
の
ま
ち
阿
南
」

を
宣
言
し
、
還
暦
野
球
大
会
や
野

球
観
光
ツ
ア
ー
の
開
催
、
合
宿
の

誘
致
を
展
開
し
ま
し
た
。

　

開
始
か
ら
10
年
間
で
、
宿
泊
者

は
延
べ
２
万
６
千
人
に
の
ぼ
り
、

経
済
効
果
は
10
億
円
を
超
え
る
と

推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

交
流
人
口
の
拡
大
や
地
域
経
済

へ
の
波
及
効
果
を
生
み
出
す
ス
ポ

ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
実
践
は
、
マ

ス
コ
ミ
で
も
大
き
く
取
り
上
げ
ら

れ
、
全
国
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
ま

す
。

ひ
と
、
ま
ち
、
心
を
つ
な
ぐ

笑
顔
の
交
流
都
市
づ
く
り

　

日
本
の
人
口
は
、
平
成
20
年
の

１
億
２
千
８
０
８
万
人
を
ピ
ー
ク

に
減
少
に
転
じ
、
本
格
的
な
人
口

減
少
・
少
子
高
齢
化
時
代
に
突
入

し
ま
し
た
。
平
成
26
年
に
発
表
さ

れ
た
、
日
本
創
生
会
議
の
「
増
田

レ
ポ
ー
ト
」を
き
っ
か
け
と
し
て
、

人
口
減
少
社
会
へ
の
対
応
が
強
く

求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
生
き

残
り
を
か
け
た
地
方
創
生
の
取
組

へ
と
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　

県
南
の
１
市
４
町
に
よ
る
定
住

自
立
圏
の
形
成
や
高
知
県
安
芸

市
、
室
戸
市
と
の
県
境
を
越
え
た

連
携
の
ほ
か
、
県
内
外
の
企
業
や

大
学
と
連
携
し
た
人
口
定
住
や
地

域
活
性
化
な
ど
の
取
組
も
積
極
的

に
展
開
し
、
産
学
官
連
携
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
は
さ
ら
に
広
が
っ
て
い
ま

す
。
平
成
21
年
に
は
、
阿
南
工
業

高
等
専
門
学
校
の
敷
地
内
に
「
阿

南
市
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
」
を
整
備
。
産
学
官
連
携
施

設
と
し
て
、
高
度
で
専
門
的
な
知

識
と
研
究
・
開
発
に
不
可
欠
な
資

機
材
の
提
供
等
を
行
い
、
新
技
術

や
研
究
成
果
を
発
信
す
る
拠
点
施

設
と
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ベ
ン
チ

ャ
ー
企
業
等
の
創
業
の
支
援
を
行

っ
て
い
ま
す
。

新
た
な
時
代
へ
の
躍
動

　

一
般
国
道
55
号
「
阿
南
道
路
」

の
那
賀
川
町
中
島
か
ら
西
路
見
町

江
川
間
の
４
車
線
化
は
、
令
和
元

年
度
末
の
完
成
を
目
前
と
し
て
お

り
、慢
性
的
な
交
通
渋
滞
の
緩
和
、

辰
巳
工
業
団
地
を
は
じ
め
、
県
南

地
域
の
企
業
活
動
活
性
化
に
繋
が

る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震

等
に
備
え
、
那
賀
川
・
桑
野
川
河

口
部
の
堤
防
の
液
状
化
対
策
、
堤

防
の
か
さ
上
げ
が
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

阿
南
市
内
の
企
業
に
目
を
向
け

ま
す
と
、
ク
ラ
ボ
ウ
が
辰
巳
工
業

団
地
に
建
設
し
た
県
内
初
の
バ
イ

オ
マ
ス
発
電
所
に
続
き
、
王
子
ホ

ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
㈱
も
同
工
業
団

地
内
に
、

国
内
最
大

規
模
の
バ

イ
オ
マ
ス

発
電
所
を

建
設
し
、

令
和
４
年

に
運
転
開

始
を
予
定

し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
日
亜
化
学
工
業
㈱
は
、

半
導
体
レ
ー
ザ
ー
（
Ｌ
Ｄ
）
専
用

の
新
生
産
棟
を
建
設
し
ま
し
た
。

Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
比
べ
て
光
が
遠
く
ま
で

届
く
た
め
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
や

内
視
鏡
の
光
源
、
自
動
車
の
ヘ
ッ

ド
ラ
イ
ト
な
ど
、
幅
広
い
用
途
が

あ
る
Ｌ
Ｄ
は
、
現
在
の
主
力
商
品

で
あ
る
Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
超
え
る
事
業
に

な
っ
て
い
く
だ
ろ
う
と
見
込
ま
れ

て
お
り
、
令
和
２
年
に
新
棟
の
本

格
稼
働
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

昭
和
か
ら
平
成
に
か
け
て
、
県

南
の
中
核
都
市
と
し
て
発
展
し
て

き
た
阿
南
市
。
令
和
の
時
代
も
、

さ
ら
な
る
成
長
と
発
展
を
め
ざ
し

ま
す
。

▲東京ドームに飾られたＬＥＤオブジェ

▲４車線化工事が進む国道 55号那賀川大橋
▲那賀川・桑野川河口部の堤防
のかさ上げ工事

▼

「
お
も
て
な
し
チ
ー
ム
」
と

対
戦
す
る
野
球
観
光
ツ
ア
ー

の
交
流
試
合

▼

橘
町
小
勝
に
建
設
さ
れ
た
「
橘
湾
石
炭
火
力
発

電
所
」
左
側
が
四
国
電
力
㈱
、
中
央
か
ら
右
側

が
電
源
開
発
㈱
の
発
電
所

産業都市への成長と発展県南の中核都市として　新たな時代への躍動

▼

辰
巳
工
業
団
地
に
建
設
し
た
、

県
内
初
の
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所

躍
動
す
る
平
成
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
　
世
界
へ

　

平
成
５
年
、
阿
南
市
に
本
社
を

置
く
日
亜
化
学
工
業
㈱
が
、
高
輝

度
青
色
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
開
発
と
製
品
化

に
成
功
し
、
平
成
７
年
に
青
紫
色

半
導
体
レ
ー
ザ
ー
の
開
発
、
平
成

８
年
に
は
、
蛍
光
体
と
Ｌ
Ｅ
Ｄ
を

組
み
合
わ
せ
、
白
色
Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
発

明
す
る
な
ど
、
相
次
い
で
世
界
初

の
光
半
導
体
を
商
品
化
し
ま
し

た
。
世
界
中
に
光
の
革
命
を
起
こ

し
、
照
明
分
野
や
、
携
帯
電
話
に

代
表
さ
れ
る
モ
バ
イ
ル
端
末
分
野

な
ど
を
は
じ
め
、
自
動
車
、
農
業
、

医
療
、
情
報
通
信
な
ど
で
、
応
用

製
品
は
拡
大
し
て
い
ま
す
。

橘
湾
工
業
開
発
の
成
果

　

20
世
紀
最
後
の
年
と
な
る
平
成

12
年
、
橘
町

に
四
国
電
力

㈱
と
電
源
開

発
㈱
が
共
同

で
建
設
を
進

め
て
き
た

「
橘
湾
石
炭

火
力
発
電

所
」
が
完
成

し
、
営
業
運

転
を
開
始
し

ま
し
た
。
こ

の
発
電
所
は
、

石
炭
火
電
と

し
て
は
国
内

最
大
規
模
を

誇
り
ま
す
。

　

昭
和
48
年

に
徳
島
県
と

振
興
セ
ン
タ
ー
、
富
岡
公
民
館
、

ス
ポ
ー
ツ
総
合
セ
ン
タ
ー
、
か
も

だ
岬
温
泉
保
養
施
設
等
、
公
共
用

施
設
の
建
設
・
整
備
を
行
い
、
市

民
生
活
の
利
便
性
向
上
な
ど
が
図

ら
れ
ま
し
た
。

開
か
れ
た
新
時
代
の
扉

　
「
平
成
の
大
合
併
」
が
各
地
で

ピ
ー
ク
を
迎
え
て
い
た
平
成
17

年
、
阿
南
市
に
お
い
て
も
那
賀
川

下
流
域
の
ま
ち
と
し
て
同
じ
生

活
・
文
化
圏
を
有
し
、
共
に
発
展

を
遂
げ
て
き
た
那
賀
川
町
、
羽
ノ

浦
町
と
の
間
で
合
併
に
向
け
た
活

発
な
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ

し
て
、
平
成
18
年
３
月
20
日
、
那

賀
川
町
、
羽
ノ
浦
町
を
編
入
し
、

８
万
人
の
人
口
を
擁
す
る
新
阿
南

市
が
誕
生
し
ま
し
た
。

西
日
本
有
数
の
財
政
力
を

誇
る
都
市
へ
と
成
長

　

臨
海
部
に
お
け
る
工
業
開
発
を

実
現
し
た
阿
南
市
は
、「
平
成
の

大
不
況
」
と
呼
ば
れ
た
バ
ブ
ル
経

済
の
崩
壊
に
よ
る
影
響
を
は
ね
返

す
勢
い
で
成
長
を
続
け
ま
す
。
昭

和
40
年
に
約
87
億
円
だ
っ
た
阿
南

市
の
製
造
品
出
荷
額
は
、
こ
の
半

世
紀
で
35
倍
に
増
加
し
ま
し
た
。

企
業
誘
致
に
伴
う
民
間
法
人
企
業

所
得
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、
平
成

４
年
度
に
２
５
６
万
３
千
円
だ
っ

た
「
一
人
当
た
り
の
市
町
村
民
所

得
」
は
、
平
成
11
年
度
に
は
３
０

４
万
４
千
円
と
、
県
内
の
自
治
体

で
最
高
額
と
な
り
、
以
降
、
平
成

27
年
度
ま
で
ほ
ぼ
１
位
の
座
に
輝

き
続
け
、
大
き
な
経
済
効
果
を
生

ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
13
年
度
か
ら
７
年

間
、
地
方
交
付
税
（
普
通
）
が
交

付
さ
れ
て
い
な
い
、
い
わ
ゆ
る
不

交
付
団
体
と
な
り
、
西
日
本
有
数

の
財
政
力
を
誇
る
自
治
体
へ
と
成

長
を
遂
げ
た
の
で
し
た
。

阿
南
市
が
用
地
買
収
を
開
始
し
て

以
来
、
誘
致
企
業
の
撤
退
な
ど
曲

折
を
経
た
末
に
成
し
遂
げ
た
橘
湾

工
業
開
発
で
し
た
。
最
新
鋭
の
環

境
設
備
に
よ
っ
て
発
電
さ
れ
た
電

気
は
、
四
国
の
み
な
ら
ず
関
西
、

中
国
、
九
州
方
面
に
も
送
ら
れ
、

西
日
本
の
経
済
活
動
を
支
え
て
い

ま
す
。
四
国
電
力
㈱
阿
南
発
電
所

と
合
わ
せ
る
と
、阿
南
市
は
中
国
・

四
国
・
九
州
で
最
大
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
供
給
都
市
と
な
り
ま
し
た
。

　

発
電
所
立
地
に
伴
い
、
国
か
ら

交
付
さ
れ
た
、
い
わ
ゆ
る
電
源
三

法
交
付
金
を
活
用
し
て
、
商
工
業

▼

白
色
Ｌ
Ｅ
Ｄ

（
提
供
／
日
亜
化
学
工
業
㈱
）

▲工業統計調査より（注　従業者数 4人以上の事業所を対象）▲ ▲市町村民経済計算より
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